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• 無線LANを用いた位置推定ポータル「Locky.jp」 

• カウントダウン時刻表サービス「駅.Locky」 
• 人間行動センシングコンソーシアム「hasc.jp」 

 
 

 
 

駅.Locky 



本日の話題 

• オープンデータ 
–世界と日本の現状 

• クラウドソーシング 
–その効果と可能性 

• 地理空間情報ボランティア 
– Locky.jp から iPhoneアプリ「駅.Locky」へ 
–ボランティアの力 

• 屋内位置情報と行動センシング 
• 位置情報サービス研究機構 (Lisra) 
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オープンデータ時代 

• オープンデータとは何か？ 
– ソフトウェアの世界での「オープンソース」に、 
触発されて出てきた考え方 

（定義はいろいろあるが） 
– ２次利用を目的として公開されている情報 

• 再利用・再配布が誰でも可。条件は、出典表記程度。 

• 他にも 
– オープンナレッジ（知識もオープンに） 
– オープンガバメント（政府・自治体情報をオープンに） 
 などなど 
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政府の動向 

• ＩＴ戦略本部「電子行政オープンデータ戦略」(2012/7) 

• 総務省「オープンデータ流通推進コンソーシアム」(2012/7) 

• 経産省「ＩＴ融合フォーラム」公共データＷＧ (2012/8) 

 
欧米のオープンデータ戦略 
• 欧州：公共部門情報の公開令（EUとして）(2003→2011) 

(re-use of public sector information) → 戦略として2011 に策定 
– ロンドン、ストックホルム等、多数の都市でデータ公開 

• 米国：Open Government Directive(2009:オバマの戦略） 

– 35州、19都市、180機関がデータ公開サイト 
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例：米国  Data.gov 
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例：publicdata.eu 
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例： london.gov.uk 
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例： ロンドンの地下鉄のリアルタイム図 
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国内事例： データシティ鯖江市 
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ちなみに…世界に遅れる日本( on Data.gov) 
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Data.gov 
先進国で 

日本だけリンクなし 



オープンデータがなぜ重要なのか？ 

• 情報技術の進展で、多様な処理が自動化可能に 
– しかし、情報システム開発にはコスト（人手） 

 
• 自組織の力だけでなく、多くの人の力を使えば、 
低コストで、高度な処理が実現可能 
 

• 他者の力を借りるために「オープンデータ」が必要 
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行政の透明性・信頼性の向上 
行政への国民参加、官民協働 
行政の効率化、経済の活性化 



Crowdsourcing 

• そもそもは Out sourcing 
 (アウトソーシング) 
から派生した造語 

 
• 会社の業務を外注するのではなく、 
民衆(みんな)に依頼する、という枠組み 
 

• 2006年に WIRED の Jeff Howe の記事 
「The Rise of Crowdsourcing」が始まり 
 

• 多くのユーザの協働により、普通なら成し遂げられない
ことを実現する、という意味にも 12 



類似語 

• UGC  (User Generated Content) 
 

• CGM (Consumer Generated Media) 
 

どちらも「ユーザによって作成されたデータ」 
という意味 
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インターネットが真に普及し、低いコスト 
で大量の労働やデータが集められるように 



例： Amazon Mechanical Turk 
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例：Yahoo! クラウドソーシング 
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その他の例 

• iStockPhoto : アマチュアの写真ストック 
– 低価格の写真（$1/枚） 

 
• InnoCentive： 研究開発のアウトソース 

– $20000/内容 
 

• OpenStreetMap: 
– オープンな地図を作るプロジェクト 
– フリー 

 
• *.Locky （河口研プロジェクト） 

– 無線ＬＡＮ，時刻表、バス停など 
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利用例：Lancers、 Job-Hub 
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位置情報サービス研究機構(Lisra)のロゴ 
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50,000円で 
ロゴデザイン依頼 
 
 
期間： 
 
 約1か月 
 
 
提案数： 

   142件 



クラウドソーシングの効果 

• 多数の作業者（デザイナ）に依頼可能 
• コンペ形式で成果を選択可能 

– 発注者、デザイナの双方にとってメリット 
 

• プロジェクト形式の場合でも、営業が不要となり 
コスト削減が可能 
– 個人のフリーランサーの活躍の場 
– 小規模プロジェクトに有効 

• 優秀な個人を利用できる可能性 
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地理空間情報ボランティア 

• 大学として「位置情報サービス」を研究 
– 位置情報は、大量の情報が必要 
– 低コストで集める方法は無いのか？ 

 
• ボランティアによるデータ収集という考え方 

– 「クラウドソーシング」を活用 
• データ収集プロジェクトとして Locky.jp 

 
• 他の事例も紹介 
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Locky.jp プロジェクト 
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• 無線LANによる位置情報ポータル 

• 無線LAN 基地局(WiFi AP) + 位置情報の収集 

• APの位置情報があれば、端末位置が特定可能 

 

• 無線LANによる位置推定の研究が目的 

 

 

 

• 2005年７月よりデータ収集開始 

• ボランティアがデータ収集 
（当時はクラウドソーシングとは呼ばれていない） 

 



GPS 

Note PC 

WiFi Antenna / Card 

Battery 

Stumbler 

自転車を使った データ収集 



Locky.jp で集められた WiFi基地局 
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ボランティアベースで大規模データ収集が可能なことを示した 
ただし、ボランティアの数は限定的 (2600人) 

•2012年１0月時点で 
•106万 基地局 



名古屋の地下鉄の無線LAN基地局を全調査 

•83駅 356フロア 
•28620箇所 
•1777 APを収集 



11月26日付け日刊工業新聞 

名古屋地下鉄実証実験 
      

2008/11 



Locky.jp プロジェクト によるiPhone アプリ群 

• 駅.Locky         (2009.10～)  
– 電車用の時刻表カウントダウン 

• 時刻表.Locky        (2010.6～) 
– バスや飛行機など、任意の時刻表に対応 
–  国際対応. 

• 路線.locky                 (2009.11～)  
– リアルタイム路線図 (名古屋市営地下鉄のみ ) 

• App.Locky        (2010.12～) 
– コンテキストに応じたアプリケーション 
推薦システム  

 

162万DL 

40万DL 

6.8万DL 

1.8万DL 

2013/6  現在 



iPhoneアプリ: 駅.Locky 

• GPS / WiFi測位を利用して最寄りの駅の 
次の列車の時刻をカウントダウン 
 

• 時刻表は「ボランティア」による 
情報提供(9161人) 
 

• 現在までに 150万ダウンロード 
 

• 毎日約10万アクセス 
 

                                                                                   (2013/02/10現在) 

 





http://eki.locky.jp 
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「駅.Locky」用のWebサービス兼サポートサイト 



Oct 25 2009 Feb 25 2010 

時刻表の提供状況(現時点では99%カバー) 

ここでも、ボランティアの力を確認した 
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時刻表がアップロードされた駅の数 

登録ユーザ： 9161 (2013/2) 
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99%の駅が登録済 

アップロードされた時刻表 



Twitterでの評判 

 



クラウドソーシング＋位置情報 

• 自動車（カーナビ）での成功例 
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成功の理由 
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• ゲーミフィケーション（使って楽しい） 



クラウド（群衆）の力（米国の渋滞の可視化） 
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Waze の現状 

2009年サービス開始 
• 3600万人ユーザ 
• 9000万レポート 

– 96億キロ移動 
• 地図修正は 

– 65000人 
– 50000万編集 

 
• 110ヶ国で稼働 
（もちろん日本も） 
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Waze のビジネスモデル 

• 渋滞・統計情報（ビッグデータ）の販売 
       （Apple の渋滞情報も、waze から購入） 
 

• 広告 
位置依存広告 
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日本の事例１： e燃費 

• ユーザレポートに基づく 
ガソリン価格や燃費情報 
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55万ユーザ 



日本の事例２：gogo.gs 

• ガソリンスタンドの 
クラウドソーシングサイト 

• ガソリンの価格を共有 
 

• ランキング 
 

• ソーシャル 
機能もあり 
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30万ユーザ 



日本の事例３：ウェザーニューズ 

• 有料会員 160万人、リポーター 30万人(2011年) 

• スマホアプリ 700万ダウンロード 
• ユーザからのレポートによる 

  空の様子や台風の様子など 
• コミュニティ気象 
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